
次期学習指導要領に向けたこれまでの
審議のまとめ（素案）のポイント

参考資料

資料２

1



学習指導要領改訂の背景

より良い学校教育を通じて、より良い社会を作るという目標を学校と社会が共有して実現

社会や産業の構造が変化していく中で、私たち人間に求められるのは、定められた手続を効率的にこなしていくに
とどまらず、感性を豊かに働かせながら、どのような未来を創っていくのか、どのように社会や人生をよりよいもの
にしていくのかを考え、自分なりに試行錯誤し、新たな価値を生み出していくことであるということ、そのためには
生きて働く知識を含む、これからの時代に求められる資質・能力を学校教育で育成していくことが重要であるという
ことを、学校と社会とが共通の認識として持つことができる好機にある。

人工知能が進化して、
人間が活躍できる職業は
なくなるのではないか。

今学校で教えていることは、
時代が変化したら

通用しなくなるのではないか。

学校教育のよさをさらに進化させるため、学校教育を通じて子供たちが身に付けるべき資質・能力や
学ぶべき内容、学び方の見通しを示す「学びの地図」として、学習指導要領を示し、幅広く共有

・これからの時代に求められる知識や力とは何かを明確にし、教育目標に盛り込む。これにより、子供が学びの意義
や成果を自覚して次の学びにつなげたり、学校と地域・家庭とが教育目標を共有して「カリキュラム・マネジメン
ト」が実現しやすくなる。

・生きて働く知識や力を育む質の高い学習過程を実現するため、各教科における学びの特質を明確にするとともに、
授業改善の視点（「アクティブ・ラーニングの視点」）を明確にする。これにより、教科の特質に応じた深い学びと、
我が国の強みである「授業研究」を通じたさらなる授業改善が実現する。

子供たちに、情報化やグローバル化など急激な社会的変化の中でも、
未来の創り手となるために必要な資質・能力を
確実に備えることのできる学校教育を実現する。

2



主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・
ラーニング」）の視点からの学習過程の改善

主体的な学び

深い学び

対話的な学び

新しい時代に必要となる資質･能力の育成と、学習評価の充実

新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた
教科･科目等の新設や目標･内容の見直し

何を学ぶか どのように学ぶか

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、
社会と連携･協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

学習指導要領改訂の方向性（案）

何ができるようになるか

生きて働く知識･技能の習得
など、新しい時代に求められ
る資質･能力を育成

知識の量を削減せず、質の高
い理解を図るための学習過程
の質的改善

小学校の外国語教育の教科化、高校の新科目「公共（仮
称）」の新設など

各教科等で育む資質･能力を明確化し、目標や内容を構造
的に示す

学習内容の削減は行わない※

各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

※高校教育については、些末な事実的知識の暗記が大学入学者選抜で問われることが課題になっており、
そうした点を克服するため、重要用語の整理等を含めた高大接続改革等を進める。

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成生きて働く知識・技能の習得

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性の涵養
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育成すべき資質・能力の三つの柱（案）

どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか

何を理解しているか
何ができるか

知識・技能

理解していること・できる
ことをどう使うか

思考力･判断力・表現力等

学びに向かう力
人間性等

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を
総合的にとらえて構造化
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＜社会に開かれた教育課程＞

① 社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、よりよい学校教育を
通じてよりよい社会を創るという目標を持ち、教育課程を介し
てその目標を社会と共有していくこと。

② これからの社会を創り出していく子供たちが、社会や世界に
向き合い関わり合い、自分の人生を切り拓いていくために求め
られる資質・能力とは何かを、教育課程において明確化し育ん
でいくこと。

③ 教育課程の実施に当たって、地域の人的・物的資源を活用
したり、放課後や土曜日等を活用した社会教育との連携を
図ったりし、学校教育を学校内に閉じずに、その目指すところ
を社会と共有・連携しながら実現させること。

これからの教育課程の理念
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学びを人生や社会に
生かそうとする

学びに向かう力・
人間性等の涵養

生きて働く
知識・技能の

習得

未知の状況にも
対応できる

思考力･判断力･表現力
等の育成

【主体的な学び】
学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形

成の方向性と関連づけながら、見通しを持って粘り
強く取組み、自らの学習活動を振り返って次につな
げる｢主体的な学び｣が実現できているか。

【対話的な学び】
子供同士の協働、教員や地域の人との対話、先哲の考え方

を手掛かりに考えること等を通じ、自らの考えを広げ深める
｢対話的な学び｣が実現できているか。

【深い学び】
各教科等で習得した知識や考え方を活用した、「見方・

考え方」を働かせて、学習対象と深く関わり、問題を発
見・解決したり、自己の考えを形成したり、思いを元に構
想・創造したりする「深い学び」が実現できているか。

【例】
・ 学ぶことに興味や関心を持ち、毎時間、見通しを
持って粘り強く取り組むとともに、自らの学習をま
とめ振り返り、次の学習につなげる

・ 「キャリア・パスポート（仮称）」などを活用し、
自らの学習状況やキャリア形成を見通したり、振り
返ったりする

主体的・対話的で深い学びの実現
（「アクティブ・ラーニング」の視点からの授業改善）について（イメージ）（案）

【例】
・ 実社会で働く人々が連携・協働して社会に見られる課題を解決
している姿を調べたり、実社会の人々の話を聞いたりすること
で自らの考えを広める

・ あらかじめ個人で考えたことを、意見交換したり、議論したり、
することで新たな考え方に気が付いたり、自分の考えをより妥
当なものとしたりする

・ 子供同士の対話に加え、子供と教員、子供と地域の人、本を通
して本の作者などとの対話を図る

【例】
・ 事象の中から自ら問いを見いだし、課題の追究、課題の解
決を行う探究の過程に取り組む

・ 精査した情報を基に自分の考えを形成したり、目的や場面、
状況等に応じて伝え合ったり、考えを伝え合うことを通して
集団としての考えを形成したりしていく

・ 感性を働かせて、思いや考えを基に、豊かに意味や価値を
創造していく

「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業改善を行うことで、学校教育における質の高い学びを実現し、子供たちが
学習内容を深く理解し、資質・能力を身に付け、生涯にわたってアクティブに学び続けるようにすること
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何を学ぶか

学習指導要領総則の構造とカリキュラム･マネジメントのイメージ（案）

何ができるようになるか 何が身に付いたか

実施するために何が必要か

子供の発達を
どのように支援するか

どのように学ぶか

○ 小学校教育の基本 ○ 学習評価を通じた学習指導の改善

○ 児童の発達の支援

○ 特別な配慮を必要とする
生徒への指導

○ 教育課程の編成 ○ 教育課程の実施

○ 学校の指導体制の充実 ○ 家庭・地域との連携・協働

教育課程の構造や、新しい時代に求められる資質・能力の在り方、アクティブ・ラーニングの考え
方等について、すべての教職員が校内研修や多様な研修の場を通じて理解を深めることができる
よう、「何ができるようになるか」「何を学ぶか」「どのように学ぶか」の視点から学習指導要領の要
であり、教育課程に関する基本原則を示す「総則」を抜本的に改善し、必要な事項を分かりやすく
整理。
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学習指導要領・総則の改善イメージ（案）

【現行】

第１ 教育課程編成の一般方針

・教育基本法等に示された目的・目標や、学力の３要素、道徳教育、
体育・健康に関する指導など

第２ 内容の取扱いに関する共通的事項

・発展的内容の指導、指導の順序の工夫、複式学級の取扱いなど

第３ 授業時数の取扱い

・年間の授業日数（週数）、１単位時間の設定、弾力的な時間割など

第４ 指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項
１ 学校の創意工夫を生かし、調和の取れた具体的な指導計画

・各教科、各学年間の相互の連携、まとめ方や重点の置き方に工夫
した効果的な指導など

２ その他の配慮

・言語活動の充実、体験的な学習、問題解決的な学習、自主的・自
発的な学習

・学級経営の充実、生徒指導の充実

・児童が見通しを立てたり振り返ったりする活動、学習課題の選択や
自らの将来について考える機会

・個に応じた指導の充実、障害のある児童への指導、海外から帰国
した児童等への適切な指導

・コンピュータ等の情報手段の活用、学校図書館の計画的な利用、
読書活動の充実

・評価による指導の改善

・家庭や地域との連携、学校間の連携や交流、障害のある幼児児童
生徒との交流及び共同学習、高齢者などとの交流の機会

前文
⇒「社会に開かれた教育課程」の実現など、改訂が目指す理念

第１ 小学校教育の基本

⇒ 教育基本法等に示された教育の目的・目標の達成に向けた教育課程の意
義、「生きる力」の理念に基づく知・徳・体の総合的な育成、育成すべき資質・
能力、「カリキュラム・マネジメント」の実現

第２ 教育課程の編成

⇒ 資質・能力を含めた学校教育目標に基づく教育課程の編成、学校段階間
の接続、横断的に育成すべき資質・能力、授業時数等の共通事項 など

第３ 教育課程の実施と学習評価

⇒ 「主体的・対話的で深い学び」（アクティブ・ラーニングの視点）による資質・
能力の育成、言語活動の充実など重要となる学習活動 など

第４ 児童の発達を踏まえた指導

⇒ 学級経営、生徒指導、キャリア教育の充実 など
特別支援教育、日本語指導など特別な配慮必要とする児童への指導

第５ 学習活動の充実のための学校運営上の留意事項

⇒ 学校の指導体制の充実、家庭・地域
との連携・協働

第６ 道徳教育推進上の配慮事項

⇒ 全体計画の作成、道徳教育推進教師、指導内容の重点化 など

別表 各教科等の見方・考え方の一覧

【改訂イメージ】 「何ができるようになるか」、「何を学ぶか」、「どのように学ぶか」の視
点から、教育課程の理念や、新しい時代に求められる資質・能力の在
り方、アクティブ・ラーニングの考え方等について、わかりやすく示すも
のとして抜本的に改善

何ができるようになるか

何を学ぶか

どのように学ぶか、何が身に付いたか

子供の発達をどのように支援するか

実施するために何が必要か
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各教科等の見方･考え方（案） 
 

教科等 見方・考え方 

幼児教育 幼児教育における

見方・考え方 

幼児がそれぞれの発達に即しながら身近な環境に主体的に関わり、心動かされる体験を重ね遊びが発

展し生活が広がる中で、環境との関わり方や意味に気付き、これらを取り込もうとして、諸感覚を働か

せながら、試行錯誤したり、思い巡らしたりすること。 

国語科 言葉による見方・考

え方 

自分の思いや考えを深めるために、創造的・論理的思考、感性・情緒、他者とのコミュニケーション

の側面から、言葉の意味、働き、使い方等に着目して、対象と言葉、言葉と言葉の関係を捉え、その関

係性を問い直して意味付けること。 

外国語科 外国語教育の見

方・考え方 

社会や世界、他者との関わりの側面から言語を捉え、外国語やその背景にある文化の多様性を尊重し、

コミュニケーションを行う目的・場面・状況等に応じて、外国語を聞いたり読んだりして情報や自分の

考えなどを形成・整理・再構築し、それらを活用して、外国語を話したり書いたりして適切に表現し伝

え合うために考えること。 

社会科、地理歴史

科、公民科 

※高等学校地理歴史科、

公民科の例を記載 

社会的事象の地理

的な見方・考え方 

位置や空間的な広がりとの関わりに着目して社会的事象を見出し、環境条件や他地域との結び付きな

どを地域等の枠組みの中で人間の営みと関連付けること。 

社会的事象の歴史

的な見方・考え方 

時期、推移や変化などに着目して社会的事象を見出し、共通性や相違点などを明確にしたり因果関係

など事象同士を関連付けたりすること。 

人間と社会の在り

方についての見方・考

え方 

人間と社会の在り方を捉える概念的枠組みに着目して課題を見出し、それらの課題の解決に向けて選

択・判断の基準となる考え方などを関連付けること。 

算数科、数学科 数学的な見方・考え

方 

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、論理的、統合的・発展的、体系的に考える

こと。 

理科 理科の見方・考え方 自然の事物・現象を、質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な視点で捉え、比較し

たり、関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考えること。 

音楽科、芸術科

（音楽） 

※高等学校音楽科の例

を記載 

音楽的な見方・考え

方 

感性を働かせて、音楽を形づくっている要素とその働きの視点で音や音楽を深く捉え、自己のイメー

ジや感情、芸術としての音楽の文化的・歴史的背景などと関わらせること。 

 

図画工作科、美術

科、芸術科目（美

術、工芸） 

 ※高等学校美術科の例

を記載 

造形的な見方・考え

方 

感性や美的感覚、想像力を働かせて、形や色彩、イメージなどの造形的な視点を持って対象・事象を

深く捉え、新しい意味や価値をつくりだすこと。 

芸術科（書道） 書の特質に即した

見方・考え方 

感性を働かせて、書を構成する要素やその関連から生み出される働きの視点で書を深く捉え、書かれ

た言葉、歴史的背景、生活や社会、諸文化などとの関わりから、意味や価値を見出すこと。 

家庭科、技術・家

庭科 

生活の営みに係る

見方・考え方 

家族や家庭、衣食住、消費や環境などに係る生活事象において、協力・協働、健康・快適・安全、生

活文化の継承・創造、持続可能な社会の構築等の視点から解決すべき問題を捉え、よりよい生活を実現

するために考えること。 

技術に係る見方・考

え方 

生活や社会において、社会からの要求、安全性、環境負荷や経済性等の視点から技術により解決すべ

き問題を捉え、その解決に向けて、技術の最適化について考えること。 

情報科 情報に関する科学

的な見方・考え方 

事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けた情報技術の適切かつ効果的な活用

（プログラミング、モデル化とシミュレーション、情報デザイン等）について考える。 

体育科、保健体育

科 

体育の見方・考え方 運動やスポーツの価値（公正、協力、責任、参画、共生、健康・安全等）や特性に着目して楽しさや

喜びを見出すとともに、体力の向上に果たす役割を捉え、自己の適性等に応じて「する・みる・支える・

知る」の多様な関わり方について考えること。 

保健の見方・考え方 健康や安全の視点から情報を捉え、心身の健康の保持増進や回復、それを支える環境づくりを目指し

て、疾病等のリスクを減らしたり、生活の質を高めたりすることについて考えること。 

生活科 生活科の特質に即

した見方・考え方 

身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、比較、分類、関連づけ、試行、予測、工夫する

ことなどを通して、自分自身や自分の生活について考えること。 

総合的な探究の時

間（仮称） 

探究的な見方・考え

方 

各教科等の特質に応じて育まれる見方・考え方を総合的・統合的に活用して、広範かつ複雑な事象を

多様な角度から俯瞰して捉え、実社会や実生活の複雑な文脈や自己の在り方生き方と関連付けて内省的

に考えること。 

特別活動 特別活動の特質に

即した見方・考え方 

各教科等の特質に応じて育まれる見方・考え方を総合的に活用して、集団や社会の形成者という視点

から問題を見出し、よりよい人間関係の形成、よりよい集団生活の構築や社会への参画及び自己の実現

の視点からその問題を解決するために考えること。 

産業教育 産業教育の特質に

即した見方・考え方 

職業に関する各教科の本質に根ざした視点から社会や産業の課題を捉え、人々の健康の保持増進や快

適な生活の実現、社会の発展に寄与する生産物や製品、サービスの工夫・創造に向けて考えること。 

※ 学校段階等によって「見方・考え方」が異なる場合には、高等学校の例を記述。現在、事務的に調整中のもの。 
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資質・能力の三つの柱に沿った、幼児教育において育みたい
資質・能力の整理イメージ（たたき台）

知識・技能
（何を知っているか、
何ができるか）

思考力・判断力・表現力等

（知っていること・できることを
どう使うか）

学びに向かう力、人間性等
情意、態度等に関わるもの
（どのように社会・世界と関わり
よりよい人生を送るか）



ు

ઇ



৵
৾
ૅ

ਰ


学びに向かう力、人間性等
（心情、意欲、態度が育つ中で、いかによりよい生活を営むか）

※下に示す資質・能力は例示であり、遊びを通しての総合的な指導を
通じて育成される。

・思いやり

・相手の気持ちの受容

・葛藤、自分への向き合い、折り合い
・話合い、目的の共有、協力

・色・形・音等の美しさや面白さに対する感覚

・自然現象や社会現象への関心
等

・試行錯誤、工夫

・振り返り、次への見通し

・言葉による表現、伝え合い

・他の幼児の考えなどに触れ、新しい考えを
生み出す喜びや楽しさ

等

・安定した情緒 ・自信
・好奇心、探究心

・予想、予測、比較、分類、確認

・多様な動きや芸術表現のための基礎
的な技能の獲得

・様々な気付き、発見の喜び

・規則性、法則性、関連性等の発見

・基本的な生活習慣や生活に必要
な技能の獲得

等

・日常生活に必要な言葉の理解

・自分なりの表現

知識・技能の基礎
（遊びや生活の中で、豊かな体験を通じて、何を感じたり、

何に気付いたり、何が分かったり、何ができるようになるのか）

思考力・判断力・表現力等の基礎
(遊びや生活の中で、気付いたこと、できるようになったことなども使い

ながら、どう考えたり、試したり、工夫したり、表現したりするか)

・身体感覚の育成

遊びを通しての
総合的な指導

・表現する喜び

〈
環

境

を

通

し

て

行

う

教

育

〉

・三つの円の中で例示される資
質・能力は、五つの領域の「ね
らい及び内容」及び「幼児期の
終わりまでに育ってほしい姿」か
ら、主なものを取り出し、便宜的
に分けたものである。
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幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の整理イメージ

健康な心と体 自立心 協同性 道徳性の芽生え 規範意識の芽生え いろいろな人
とのかかわり

思考力の芽生え 自然とのかかわり 生命尊重・公共心等 数量・図形・文字等への
関心・感覚

言葉による伝え合い 豊かな感性と表現

幼児期の終わりまでに育ってほしい幼児の具体的な姿（※）

※「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）」（平成22年11月11日）に基づく整理。

健康な
心と体

自立心 協同性
道徳性・

規範意識の
芽生え

社会生活と
の関わり

思考力の芽
生え

自然との関わり
・生命尊重

数量・図形、
文字等への
関心・感覚

豊かな感性
と表現

言葉による
伝え合い
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現状

【高等学校】
○目標：コミュニケーション能力を養う
○授業は外国語で行うことが基本

【中学校】
教科型を通じた「聞くこと」「読むこと」「話すこと」
「書くこと」の総合的育成
○目標：ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の基礎を養う
○前回改訂で週３⇒週４に増

【小学校高学年】

○目標：「聞く」「話す」を中心としたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
能力の素地を養う

○学級担任を中心に指導

年間35単位時間【小学校中学年】
○ 外国語を通じて、言語やその背景にある文化の多様性を尊重し、相手に配慮しながら
聞いたり話したりすることを中心にしたコミュニケーション能力の素地を養う。
○ 主に学級担任がALT等を一層積極的に活用したＴ･Ｔを中心とした指導。

年間３５単位時間（週１コマ程度）年間３５単位時間（週１コマ程度）

【小学校高学年】
目標例：例えば、馴染みのある定型表現を使って、自分の好きなものや、家族、一日の生活

などについて、友達に質問したり質問に答えたりできるようにする。
○ 外国語やその背景にある文化の多様性を尊重し、相手に配慮しながら聞いたり話したり
することに加えて、読んだり書いたりすることについての態度の育成も含めた、コミュニケー
ション能力の基礎を養う。
○ 学級担任が専門性を高め指導、併せて専科指導を行う教員を活用、ALT等を一層
積極的に活用。

年間70単位時間

外国語教育の抜本的強化のイメージ

高
等
学
校
基
礎
学
力

高
等
学
校
基
礎
学
力

テ
ス
ト
（
仮
称
）

高校卒業レベル
で3000語

教科型

教科として系統的に学ぶため、短時間学習や、４５分に１５分を加えた６０分授業の設定等の
柔軟な時間割編成を可能とする

活動型

外国語活動が成果を上げ、児童の「読む」「書
く」も含めた系統的な学習への知的欲求が高
まっている状況

活動型

年間140単位時間（週4コマ程度）年間140単位時間（週4コマ程度）

・国の目標(英検３級程度等５０%)→現状３５％
・言語活動が十分でない

国の目標（英検準２～２級程度等５０％）
→現状３２％

・生徒の学習意欲、「書く」「話す」に課題
・言語活動が十分でない

【高等学校】
目標例：例えば、ある程度の長さの新聞記事を速読して必要な情報を取り出したり、社会

的な問題や時事問題など幅広い話題について課題研究したことを発表・議論した
りすることができるようにする。

○ 外国語やその背景にある文化の多様性を尊重し、他者に配慮しながら、幅広い話題
について情報や考えなどを外国語で的確に理解したり適切に伝え合ったりする能力を
養う。

○ 授業を外国語で行うことを基本とするとともに、
①「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」を総合的に扱う言語活動
②特に、課題がある「話すこと」、「書くこと」において発信力を強化する言語活動
を充実 （発表、討論・議論、交渉等）。

【中学校】
目標例：例えば、短い新聞記事を読んだり、テレビのニュースを見たりして、その概要を

伝えることができるようにする。
○ 互いの考えや気持ちなどを外国語で伝え合う対話的な言語活動を重視した授業を外国
語で行うことを基本とする。

○ 外国語やその背景にある文化の多様性を尊重し、他者に配慮しながら、具体的で身近
な話題についての理解や表現、簡単な情報交換ができるコミュニケーション能力を養う。

年間140単位時間

新たな外国語教育

大学や海外、社会で英語力などを伸ばす基盤を確実に育成

改善の
ための
PDCA

サイクル

改善の
ための
PDCA

サイクル

成熟社会にふさわしい我
が国の価値を海外展開し
たり、厳しい交渉を勝ち

抜く人材の育成

年間35単位時間

【小学校】

高で
1800語

中で
1200語

※CEFRとは、シラバスやカリキュラムの
手引きの作成、学習指導教材の編集のた
めに、透明性が高く分かりやすく参照で
きるものとして、20年以上にわたる研究
を経て、2001年に欧州評議会（Council 
of Europe）が発表。

高校で
1800～
2500語
程度

中学校
で1600
～1800
語程度

小学校
で600～
700語
程度

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

高校卒業レベルで
4000語～5000語程度

CEFR

Ｂ２

Ｂ１

Ａ２

Ａ１
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コアカリキュラム等の活用・普及

2021年度
（33年度）

2015年度
（27年度）

2016年度
（28年度）

2017年度
（29年度）

2018年度
（30年度）

2019年度
（31年度）

2020年度（32年度）2014年度
（26年度）

20000

0

新学習指導要領

小学校全面実施（32年度）

中・高等学校は順次実施

グローバル化に対応した英語教育改革実施計画スケジュール（イメージ）
（小学校数）

研究開発学校・教育課程特例校
（現行の教育課程の基準によらない）

国が定める標準授業時数に上乗せして実施する小学校

教科書の作成

新たな補助教材配布・検証

小学校
新学習指導要領を

段階的に先行実施

新学習指導要領（小学校英語）の先行実施

10000

15000

5000

新CS対応
教材の作成

＜小・中・高等学校共通＞

＜小学校体制整備＞

東京オリンピック
パラリンピック

新CS対応教材の配布

教科書の配布

※日本人のアイデンティティ

に関する教育の充実も含む

（伝統文化・歴史の重視等）

教科書の検定 教科書の採択

＜中・高等学校体制整備＞

県等が実施する研修を継続

○中・高等学校「英語教育推進リーダー」養成研修
○中・高等学校英語教員指導力向上研修
※「英語教育推進リーダー」等による域内研修、研修用映像教材の活用等

ALT等の配置拡大・指導力向上研修

引き続き指導力向上等の取組を推進

県等が実施する研修を継続

○小学校「英語教育推進リーダー」の養成研修・加配措置
○小学校担任の英語指導力向上研修（3・4年担任約7.1万人、5・6年担任約7.3万人）

※小学校「英語教育推進リーダー」等による校内研修、研修用映像教材の活用等

学習指導要領
（CS）改訂

補助教材開発

教科化に向けた「免許法認定講習」等の開発・実施支援

＜小学校英語教材＞

英語教育強化地域拠点の指定等による小・中・高等学校を通じた先進的な取組の促進

英語教員の英語力・指導力強化の
ための調査研究

＊コアカリキュラム等の開発・実証、シンポジウム開催等

中学校・高等学校における英語教育の抜本的改善のための指導方法等
に関する研究開発

（新課程の認定） （新課程の実施） （イメージ）

中学校全面実施
（33年度）

高校学年進行
（34年度）

小学校におけるカリキュラム・マネジメントの
在り方に関する検討会議
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高等学校の教科･科目構成について（案）
（科目構成等に変更があるものを抜粋）…共通必履修 …選択必履修

論理国語
（仮称）

文学国語
（仮称）

国語表現
（仮称）

古典探究
（仮称）

現代の国語（仮称） 言語文化（仮称） 英語コミュニケーションⅠ（仮称）
（「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」の統合型）

英語コミュニケーションⅡ・Ⅲ
（仮称）（「聞くこと」「読むこと」
「話すこと」「書くこと」の統合型）

論理・表現Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（仮称）
（スピーチやプレゼンテーション、ディ

ベート、ディスカッション等） ※英語力調査の結果やＣＥＦＲ
のレベル、高校生の多様な学
習ニーズへの対応なども踏ま
え検討。

理数探究（仮称）

理数探究基礎
（仮称）

総合的な探究の
時間（仮称）

総合的な探究の時間
（仮称）

数学Ⅲ

数学Ⅱ

数学Ⅰ

数学Ｃ
（仮称）

数学Ｂ

数学Ａ

科学と
人間生活

物理基礎 化学基礎 生物基礎 地学基礎

物理 化学 生物 地学

日本史探究
（仮称）

世界史探究
（仮称）

地理探究
（仮称）

歴史総合（仮称）
地理総合
（仮称）

倫理
（仮称）

政治・経済
（仮称）

公共（仮称）

情報科

情報Ⅱ
（仮称）

情報Ⅰ
（仮称）

家庭基礎
（仮称）

家庭総合
（仮称）

国語科 外国語科

理数科

数学科 理科

地理歴史科 公民科 家庭科

※ グレーの枠囲みは既存の科目

※ 実社会・実生活から自ら見出した課題を探究することを通じて、
自分のキャリア形成と関連付けながら、探究する能力を育むとい
う在り方を明確化する。
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高等学校国語科の改訂の方向性（案）

国語総合
【共通必履修科目】

国語表現 現代文Ａ 現代文Ｂ 古典Ａ 古典Ｂ

≪現行科目≫

≪改訂の方向性（案）≫

【言語文化（仮称）】
上代（万葉集の歌が詠まれた時代）から近現代につながる
我が国の言語文化への理解を深める科目

○我が国の伝統や文化が育んできた言語文化を理解し、これを継承
していく一員として、自身の言語による諸活動に生かす能力の育成

○古典（古文・漢文）だけでなく、古典に関わる近現代の文章を通じて、
言語文化を、言葉の働きや役割に着目しながら社会や自分との関
わりの中で生かすことのできる能力の育成

【現代の国語（仮称）】
実社会・実生活に生きて働く国語の能力を育成する科目

○実社会・実生活における言語による諸活動に必要な国語の能力の育成
○例えば、

・目的に応じて多様な資料を収集・解釈し、根拠に基づいて論述する活動
・文学作品等を読んで、構成や展開、優れた表現などの効果について

言葉の意味や働きに着目して批評する活動
・根拠を持って議論し互いの立場や意見を認めながら集団としての結論を
まとめる活動

等の重視

【文学国語（仮称）】
小説、随筆、詩歌、脚本等に描か
れた人物の心情や情景、表現の
仕方等を読み味わい評価するとと
もに、それらの創作に関わる能力
を育成する科目
（主として、感性・情緒の側面から
「思考力・判断力・表現力等」を
育成）

【古典探究（仮称）】
古典を主体的に読み深めることを
通して、自分と自分を取り巻く社
会にとっての古典の意義や価値
について探究する科目

（ジャンルとしての古典を学習対象
として「思考力・判断力・表現力
等」を 総合的に育成）

【論理国語（仮称）】
多様な文章等を多角的・多面的に
理解し、創造的に思考して自分の
考えを形成し、論理的に表現する
能力を育成する科目

（主として、創造的・論理的思考の
側面から「思考力・判断力・表現力
等」を育成）

【国語表現（仮称）】
表現の特徴や効果を理解した上
で、自分の思いや考えをまとめ、
適切かつ効果的に表現して他者と伝
え合う能力を育成する科目

（主として、他者とのコミュニケー
ションの側面から「思考力・判断
力・表現力等」を育成）

選
択
科
目
（
案
）

必
履
修
科
目
（
案
）
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高等学校地理歴史科、公民科に置かれる各科目のイメージ（案）

※ 地理歴史科については、新必履修科目の名称としては、両者を習得することによって当該教科の高等学校における目標を達成するために必要とされる資質・能力を育む科目
として両科目に「総合」を付すとともに、生徒の興味・関心や進路等に応じて「総合科目」を基盤に、より専門的な視野から考察を深め、探究を行う科目について「探究」を付すこと
としてはどうか。

※ 公民科については、自立した主体として他者と協働して社会に参画し、公共的な空間を作る主体を育むことを目指す科目の内容を端的かつ適切に示すことが可能なものとして
「公共（仮称）」とするとともに、選択科目については地理歴史科と同様に探究を行う科目であるが、学習対象である「倫理」については「探究」がその本質的な内容の一部である
ことから、「倫理探究」といった科目名はなじまず、また、「政治・経済」のみに「探究」を付すことは、同一教科に置かれる同一の性格を持つ科目の名称について混乱させるおそれ
もあることから、「倫理（仮称）」、「政治・経済（仮称）」とすることとしてはどうか。

平 成 ２ ８ 年 ７ 月 １ ９ 日
教 育 課 程 部 会
社 会 ・ 地 理 歴 史 ・ 公 民
ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

新
選
択
科
目

「公共(仮称)」

現代社会の諸課題の解決に向けて、自立
するとともに他者と協働して、公共的な空
間を作る主体として選択・判断の基準を身
に付け、考察する

歴史の推移や変化を踏まえ課題の解
決を視野に入れて、世界とその中にお
ける日本について、現代的な諸課題の
形成に関わる近現代の歴史を考察する

「歴史総合(仮称)」「地理総合(仮称)」

持続可能な社会づくりを目
指し、環境条件と人間の営
みとの関わりに着目して 現
代の地理的な諸課題を考
察する

「地理探究(仮称)」 「日本史探究(仮称)」 「倫理(仮称)」

世界の諸事象を系統的に、諸地域
を地誌的に考察し、現代日本に求
められる国土像の在り方について
探究する

「政治・経済(仮称)」

国家及び社会の形成に、よ
り積極的な役割を果たす主
体を育むために、現実社会
の諸課題を広く深く探究する

他者と共に生きる主体を育
むために、現代に生きる人
間の倫理的課題について
探究し、自立して思索する

世界の歴史の大きな枠組
みと展開について，地理
的条件や日本の歴史と関
連付けて，広く深く探究す
る

我が国の歴史の展開につ
いて、世界の歴史や歴史
を構成する様々な要素に
着目して，総合的に広く深
く探究する

新
必
履
修
科
目

地理歴史科 公民科

必履修科目で育んだ理解や技能を用いて、より専門的な視野から広く深く探究

現代社会の諸課題の解決を視野に入れて考察（各科目について主として「空間」・「時間」及び「現代社会の構造等」に着目）

「世界史探究(仮称)」
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(1)現代世界の特色と
諸課題の地理的考察

(2)生活圏の諸課題
の地理的考察

(1)現代世界の特色と
諸課題の地理的考察

(2)生活圏の諸課題
の地理的考察

ア 地球儀や地図からとらえる
現代世界

イ 世界の生活・文化の多様性
ウ 地球的課題の地理的考察

ア 日常生活と結び付いた地図
イ 自然環境と防災
ウ 生活圏の地理的な諸課題と
地域調査

地理A

高等学校学習指導要領における地理科目の改訂の方向性（案）

資質・能力現行地理A科目 新必履修科目

⇒以降の地理学習等の基盤となるよう，地理を学ぶ意義等
を確認するとともに，地図や地理情報システム（ＧＩＳ）な
どに関わる汎用的な地理的技能を身に付ける。

⇒自然と社会・経済システムの調和を図った，世界の多様
性のある生活・文化について理解する。

⇒地球規模の諸課題とその解決に向けた国際協力の在り
方について考察する。

⇒日本国内や地域の自然環境と自然災害との関わりや，
そこでの防災対策について考察する。

⇒生活圏の課題を，観察や調査・見学等を取り入れた授
業を通じて捉え，持続可能な社会づくりのための改善，
解決策を探究する。

ア 生活・文化の多様性と国際理解

イ 地球的な諸課題と国際協力持続可能な社会づくり
に求められる地理科目

⑶ 防災と持続可能な社会の構築

ア 自然環境と災害対応

イ 生活圏の調査と持続可能な社会づくり

ＧＩＳ

グローバル

防災

ＥＳＤ

「地理総合」(仮称)
○地球規模の自然システム

や社会・経済システムに
関する理解 ，地理に関す
る情報を効果的に調べまと
める技能 など

○地理に関わる諸事象等の
意味や意義，特色や相互
の関連について，地域等
の枠組みの中で概念等を
活用して多面的・多角的

に考察したり，地域にみら
れる課題を把握し，その解
決に向けて構想したりする
力 など

○持続可能な社会づくりに向
けて，地球的，地域的課題
を意欲的に追究しようとす
る態度

など

⑵ 国際理解と国際協力

⑴ 地図と地理情報システムの活用

平成２８年７月１９日
教 育 課 程 部 会
社会・地理歴史・公民
ワーキンググループ

「グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者」を育成するために

○持続可能な社会づくりを目指し，環境条
件と人間の営みとの関わりに着目して現
代の地理的な諸課題を考察する科目

○グローバルな視座から国際理解や国際
協力の在り方を，地域的な視座から防災
などの諸課題への対応を考察する科目

○地図や地理情報システム（ＧＩＳ）などを
用いることで，汎用的で実践的な地理的
技能を習得する科目

科
目
の
特
徴

社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
・
考
え
方

を
働
か
せ
て
右
の
資
質
・能
力
を
育
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現代的な諸課題につながる歴史的な状況（例）
＜a 自由と制限＞＜b 富裕と貧困＞＜c 対立と協調＞

＜d 統合と分化＞＜e 開発と保全＞ など

●近代化と私たち～社会構造の変化を考察するために

●大衆化と私たち～ 個人・集団と社会との関わりを考察するために

●グローバル化と私たち～持続可能な社会を展望するために

〔単元例〕
＊結び付く日本と世界

○産業社会の到来，政治の変革
○日本の改革，アジアやアフリカの変容

など
（まとめ）歴史と現在①～近代社会

〔単元例〕
○多極化と地域統合
○地域紛争と国際秩序
○世界とその中の日本

など
（まとめ）歴史と現在③～グローバル社会

＊考察を深める問いについては，取り上げる時期を広げて設定したり，多様な地域を視野に入れて設定することが考えられる。
＊各単元の導入において，「現代的な諸課題につながる歴史的な状況」を踏まえた単元の全体構想を示すことが考えられる。
＊「近代化と私たち」に例示した「結び付く日本と世界」では，近代化の前の各地域の状況について，例えばアジアを舞台とする日本と世界の商業や交易に触れ導入とすることが考えられる。
＊上記（まとめ）は，中学校までの既習事項を主に活用しながら，歴史の大きな転換が現在とどのように関わっているか考察する単元として構成することが考えられる。

〔考察を深める問いの事例〕 （例）a～ｂなどを中心として
・日本・世界はどのように結び付いたか
・工業化と政治変革は何をもたらしたか
・日本，アジアやアフリカはどのように変化したか
（まとめ/基軸となる問い）社会の近代化は何をもたらした

か など

〔考察を深める問いの事例〕 （例）a～ｃなどを中心として
・なぜ政治参加と文化活動が拡大したか
・なぜ戦争がすべての人々を巻き込むものになったか。
・大戦を経て，どのように社会は変わったか
（まとめ/基軸となる問い） ）社会の大衆化は何をもたら

したか など

〔考察を深める問いの事例〕 （例）a～eのいくつかから
・冷戦構造の変化は何をもたらしたか
・冷戦終結後も，なぜ地域紛争は続くのか
・日本は国際社会にどのように関わってきたか
（まとめ/基軸となる問い） ）国際社会のグローバル化は新

たに何をもたらしたか，あなたはどんな日本/世界を求め
るか など

・・18世紀後
半～現在

・・19世紀後
半～現在

・・20世紀後
半～現在・・

・産業社会と国民国
家を形成する動きが
みられ、社会が大き
く変化しはじめた。

・大衆の参加の拡
大が社会全体の
在り方を規定する
ようになりはじめ
た。

・人・モノ・カネ・情
報等が国境を越
えて一層流動する
ようになりはじめ
た。

〔単元例〕
○大衆社会の形成，社会運動の高まり
○国際紛争と国際協調
○大戦後の世界・日本

など
（まとめ）歴史と現在②～大衆社会

●歴史の扉 ～歴史をなぜ学ぶか，どう学ぶか～（例：歴史と現在～現代的な諸課題）

取り上げることが考えられる題材

…アジア域内貿易，産業/市民革命，近代
科学，立憲政治，議会制民主主義（代議制
民主主義），資本/社会主義，明治維新，国
民国家，国民文化，政党政治，ジャポニズ
ム，消費社会，マスコミ，教育，移民，帝国
主義，総力戦，植民地，大正デモクラシー，
国際協調，世界/昭和恐慌，全体主義，冷
戦，地域紛争，地域統合，ナショナリズム，
難民，高度経済成長，多国籍企業，市場経
済，情報通信技術（ICT）…など

高等学校学習指導要領における「歴史総合（仮称）」の改訂の方向性①（案）

○社会的事象の歴史的な見方・考え方を
用いて学ぶ方法（例）
・時期，推移や変化に着目して，

⇒事象の意味や意義，特色や相互の関連
を多面的・多角的に考察する など

歴史の学び方（例）

平成２８年８月１日 教育課程部会
社 会 ・ 地 理 歴 史 ・ 公 民
ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

「グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者」を育成するために

○世界とその中における日本を広く
相互的な視野から捉えて，近現代の
歴史を理解する科目

○歴史の大きな転換に着目し、単元の基軸
となる問いを設け，資料を活用しながら，歴
史の学び方（「類似・差異」「因果関係」に着
目する等）を習得する科目

○歴史の推移や変化を踏まえ，課題の
解決を視野に入れて，現代的な諸課題
の形成に関わる近現代の歴史を考察す
る科目

学習内容
の焦点化

・比較して相違や共通性などを明確にし，

・因果関係など事象相互の関連性に留
意 して，

科
目
の

特
徴

*「近代化」「大衆化」「グローバル化」といった近現代
の歴史の大きな転換に着目する際には、欧米等特定の地
域の動きやそれらの動きが歴史に与える影響のみに着目
することがないよう留意する必要がある。
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○世界とその中における日本を
広く相互的な視野から捉え，現
代的な諸課題の形成に関わる
近現代の歴史の理解，諸資料
から情報を効果的に収集する・
読み取る・まとめる技能

○主体的に調べ分かろうとして
課題 を意欲的に追究しようとし

たり，よりよい社会の実現を視
野に世界とその中における日本
の在り方について歴史的な観点
から意欲的に追究しようしたり
する態度 など

や相互の関連について，概念
等を活用して多面的・多角的に
考察したり，歴史に関わる諸課
題を把握し，その解決に向け
て構想したりする力

・現行中学校社会科の歴史的分野の学習では，我が国の歴史の大きな流れの理解をねらいとしている。(各時代の特色を捉える学習他)
・歴史の大きな転換に着目し，単元の基軸となる問いを設け，資料を活用しながら，歴史の学び方を習得する。
・考察を深める問いについては，取り上げる時期を広げて設定したり，多様な地域を視野に入れて設定したりすることが考えられる。

資質・能力 新必履修科目「歴史総合（仮称）」

高等学校学習指導要領における「歴史総合（仮称）」の改訂の方向性②（案）

現行歴史系A科目

関 連 付 け

世界史Ａ

1 世界史への
いざない

2 世界の一体化と
日本

3 地球社会と日本

日本史Ａ

1 私たちの時代と
歴史

2 近代の日本と
世界

3 現代の日本と
世界

中学校社会科の学習を振り返り，現代的な諸課題
の形成に関わる近現代の歴史を題材に，歴史を学
ぶ意義や歴史の学び方について考察する など

○ 歴史の扉

○ 大衆化と私たち

大衆の社会参加の拡大を背景として人々の生活
や社会，国際関係の在り方が変化したことを扱
い，現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴
史の諸事象について考察する など

○ グローバル化と私たち

グローバル化する国際社会を背景として人々の
生活や社会，国際関係の在り方が変化したこと
を扱い，現代社会を理解し，持続可能な社会の
在り方を展望する など

〔参考〕

取り上げること
が考えられる

題材

…アジア域内
貿易，産業/市
民革命，近代科
学，立憲政治，
議会制民主主
義（代議制民主
主義），資本/社
会主義，明治維
新，政党政治，
国民国家，国民
文化，ジャポニ
ズム，消費社会
，マスコミ，教育
，移民，帝国主
義，総力戦，植
民地，大正デモ
クラシー，国際
協調，世界/昭
和恐慌，全体主
義，冷戦，地域
紛争，地域統合
，ナショナリズ
ム，難民，高度
経済成長，多国
籍企業，市場経
済，情報通信技
術（ICT） …など

「自由と
制限」

「富裕と
貧困」

「統合と
分化」

「開発と
保全」
など

平成２８年８月１日 教育課程部会

社 会 ・ 地 理 歴 史 ・ 公 民

ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

現代的な諸課題
につながる歴史
的な状況（例）

「対立と
協調」

世界とその中におけ
る日本を広く相互的な
視野から捉えて，現代
的な諸課題の形成に
関わる近現代の歴史
を考察する科目

○諸事象等の意味や意義，特色 ○ 近代化と私たち

近代化の前の各地域の状況（例えばアジアを舞
台とする日本と世界の商業や交易など）につい
て触れ導入とし，産業社会と国民国家の形成を
背景として人々の生活や社会の在り方が変化し
たことを扱い，現代的な諸課題の形成に関わる
近現代の歴史の諸事象について考察する など

社
会
的
事
象
の

歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
て
右
の
資
質
・
能
力
を
育
む
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高等学校学習指導要領における歴史科目の改訂の方向性（案）

(1)原始・古代
(2)中世
(3)近世
(4)近代
(5)両大戦期
(6)現代

現行科目「日本史Ｂ」

(2)形成
(3)交流と再編
(4)結合と変容
(5)地球世界の

到来

(1)扉

現行科目「世界史Ｂ」

新選択科目
「世界史探究（仮称）」

新必履修科目「歴史総合(仮称)」

○世界の歴史の大きな枠組と展開について，地理的条件や日本
の歴史と関連付けて広く深く探究する。

○前近代では，
・ 「歴史総合（仮称）」で育んだ歴史の学び方を生かして，諸資

料を効果的に活用して歴史を考察し表現する。
・近現代につながる諸地域世界の多様性や複合性を扱い，時間軸

（タテ）と空間軸（ヨコ）の変化に着目して理解する。
○近現代では，

・ 「歴史総合（仮称）」で獲得した概念等，前近代の学習で成長さ
せた歴史を考察し表現する力を活用し，近現代の諸地域世界
の関係性や相互依存関係を捉え，主に空間軸（ヨコ）の変化に
着目して、現代につながる諸課題を多面的・多角的に考察する。

・「歴史総合（仮称）」で獲得した概念等に加え，さらに考察を深

めるために必要な歴史に関する概念等を習得する。

新選択科目
「日本史探究（仮称）」

表
現

問
い

考察・話し合い
資料の活用

◎新必履修科目で
習得した歴史の学び
方を活用し，歴史に
関わる諸事象の意
味や意義等を広く深
く考察し探究する

○世界とその中における日本を広く相互的な視野から捉えて，現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を考察する科目
◎歴史の大きな転換に着目し，単元の基軸となる本質的で大きな問いを設け，諸資料を適切に活用しながら，比較や因果関係を追究

するなど社会的事象の歴史的な見方・考え方を用いて考察する歴史の学び方（「類似・差異」「因果関係」に着目する等）を身に付ける。

○我が国の歴史の展開について，地理的条件や世界の歴史，歴史を
構成する様々な要素に着目して，総合的に広く深く探究する。

○前近代では，
・「歴史総合（仮称）」で育んだ歴史の学び方を一層高めるため，多様な

資料を効果的に活用して歴史を解釈，説明する力を段階的に成長さ
せて歴史を考察し表現する。

・継承や変化に着目し，近現代につながる各時代の展開の理解や，
我が国の伝統や文化への理解を深める。

○近現代では，
・「歴史総合（仮称）」で獲得した概念等，前近代の学習で成長させた歴

史を解釈，説明する力を活用し，地域と日本，世界の相互の関係を捉
え，現代につながる諸課題を多面的・多角的に考察する。

・ 「歴史総合（仮称）」で獲得した概念等に加え，さらに考察を深めるた
めに必要な歴史に関する概念等を習得する。

※歴史用語については，研究者と教員との対話を通じ，社会的事象の歴史的な見方・考え方を踏まえて，概念等に関する知識を明確化するなどして構造化を図る。

平成２８年７月１９日 教育課程部会
社 会 ・ 地 理 歴 史 ・ 公 民
ワ ー キ ン グ グ ル ー プ
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高等学校学習指導要領における「公共（仮称）」の改訂の方向性（案）

新必履修科目「公共 (仮称)」

(2)自立した主体として国家・社会の形成に参画し、他者と協働するために
⇒小・中学校社会科で習得した知識等を基盤に、(1)で身に付けた選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理等を活用して現実社会の諸

課題を自ら見出し、考察、構想するとともに、協働の必要な理由、協働を可能とする条件、協働を阻害する要因などについて考察を深める。その際、公共的な空間を

支える様々な制度の改善を通じてよりよい社会を築く自立した主体として生きるために必要な知識・技能、思考力・判断力・表現力及び態度を養い、(3)の学習が効果

的に行われるよう課題意識の醸成に努めるようにする。

多様な契約、メディア、情報リテラシー、男女共同参画・・・

（ア～エのうち二つ、あるいは三つが複合的に関連し合う題材を取り扱うことが考えられる）

※ 様々な主体となる個人を支える家族・家庭や地域等にあるコミュニティ

⇒世代間協力・交流、自助・共助・公助等による社会的基盤の強化

家族・家庭、生涯の生活の設計や消費生活等に関する個人を起点とした自立した主体となる力を育む家庭科、横断的・総合的な学習や探究的な学習を行う総合的な探究の時間(仮称)などと連携

＜題材の例＞

イ 経済的主体となる私たちア 政治的主体となる私たち

エ 様々な情報の発信・受信主体となる私たちウ 法的主体となる私たち

財政と税、社会保障、市場経済の機能と限界、雇用、労働問題
（労働関係法制を含む）・・・

裁判制度と司法参加・・・ 消費者の権利や責任、契約・・・ 情報モラル・・・

政治参加、世論の形成、地方自治、
国家主権（領土を含む）、国際貢献・・・

職業選択、金融の働き、経済のグローバル
化と相互依存関係の深まり・・・

ア 公共的な空間を作る私たち

イ 公共的な空間における人間としての在り方生き方

ウ 公共的な空間における基本的原理

⇒今まで受け継がれてきた蓄積や先人の取組、知恵などを踏まえ、①「様々な立場や文化等を背景にして社会が成立していること」、②「「自立した主体とは何か」を

問い、自らを成長させることや、対話を通じてお互いを理解し高め合うこと」の両者によって公共的な空間を作り出していくことについて学ぶ。

⇒社会に参画し、他者と協働する倫理的主体として、行為の善さを個人が判断するための手掛かりとなる、①「その行為の結果である、個人や社会全体の幸福を重
視する考え方」と②「その行為の動機となる人間的責務としての公正などを重視する考え方」について理解させる。その際、行為の結果について、多面的・多角的
に考えていくことが重要であることなどの留意点についても指導する。

⇒個人と社会との関わりにおいて、個人の尊重を前提に、人間の尊厳と平等、協働の利益と社会の安定性の確保をともに図ることなどの公共的な空間における基本的
原理について理解させる。その際、民主主義、法の支配、自由・権利と責任・義務、相互承認などを取り上げる。

(1) 「公共」の扉

選挙管理委員会、消費
者センター、弁護士、
NPO など

(3)持続可能な社会づくりの主体となるために
⇒ (1)で身に付けた選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理等を活用するとともに、(2)で行った課題追究的な学習で扱った現実社会

の諸課題への関心を一層高め、個人を起点として、自立、協働の観点から、 今まで受け継がれてきた蓄積や先人の取組、知恵などを踏まえつつ多様性を尊重し、
合意形成や社会参画を視野に入れながら持続可能な地域、国家・社会、国際社会づくりに向けた役割を担う主体となることについて探究を行う。

ア 地域の創造への主体的参画 イ よりよい国家・社会の構築への主体的参画 ウ 国際社会への主体的参画

<題材の例> 公共的な場づくりや安全を目指した地域の活性化、受益と負担の均衡や世代間の調和がとれた社会保障、文化と宗教の多様性、国際平和、国際経済格差の是正と国際協力・・・

などについて探究

資質・能力

○ 現代社会の諸課題を捉え考
察し、選択・判断するための
手掛かりとなる概念や理論
の理解、及び諸資料から、倫
理的、政治的、経済的、法的、
様々な情報の発信・受信主
体等となるために必要な情
報を効果的に収集する・読み
取る・まとめる技能

○ 選択・判断するための手掛か
りとなる考え方や公共的な空
間における基本的原理を活
用して、現代の社会的事象
や現実社会の諸課題の解決
に向けて、事実を基に協働的
に考察し、合意形成や社会
参画を視野に入れながら構
想したことを、妥当性や効果、
実現可能性などを指標にして
論拠を基に議論する力

○ 現代社会に生きる人間として
の在り方生き方についての
自覚、我が国及び国際社会
において国家及び社会の形
成に積極的な役割を果たそ
うとする自覚など

※ 「公共（仮称）」においては、教科目標の実現を見通した上で、キャリア教育の観点から、特別活動などと連携し、経済、法、情報発信などの主体として社会に参画する力を育む中核的機能を担うことが求められる。

※取り上げる事象については、生徒の考えが深まるよう様々な見解を提示することなどが求められる。その際、特定の事柄を強調しすぎたり、一面的な見解を十分な配慮なく取り上げたりするなど、特定の見方や考え方に偏っ

た取扱いにより、生徒が多面的・多角的に考察し、事実を客観的に捉え、公正に判断することを妨げることのないよう留意すること。また、客観的かつ公正な資料に基づいて指導するよう留意すること。

考えられる
学習活動の例

関係する
専門家・機関

「グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者」を育成

倫理的主体となる私たち

討論、ディベート、模擬選
挙、模擬投票、模擬裁判、
インターンシップの事前・
事後の学習 など

平 成 ２ ８ 年 ７ 月 １ ９ 日

教 育 課 程 部 会

社 会 ・ 地 理 歴 史 ・ 公 民

ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

⇒自立した主体とは、孤立して生きるのではなく、他者との協働により国家や社会など公共的な空間を作る主体であるということを学ぶとともに、
選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論、公共的な空間における基本的原理を理解し、(2)、(3)の学習の基盤を養う。人

間
と
社
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
て
、
右
の
資
質
・
能
力
を
育
む
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現代社会の課題を捉え考察し、選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論を、古今東西の知的蓄積を
踏まえて習得する。

選択・判断するための手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理を活用して、現代の社会的
事象や現実社会の諸課題について、事実を基に協働的に考察し、合意形成や社会参画を視野に入れながら
解決に向けて構想したことの妥当性や効果、実現可能性などを指標にして論拠を基に議論する力を養う。

持続可能な社会づくりの主体となるために、様々な課題の発見・解決に向けた探究を行い、「グローバル化す
る国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者」として必要な資質・能力を養う。

新選択科目
「政治・経済(仮称)」

新選択科目
「倫理(仮称)」

公共的な事柄に自ら参画しようとす
る意欲や態度を育み、現代社会に生
きる人間としての在り方生き方につ

いての自覚を一層深める学習を充実

新必履修科目「公共(仮称) 」 の構成

原典も活用し様々な先哲の考え方を手掛
かりとし、哲学に関わる対話的手法も活
用して、自立して思索を行い、他者と共に
生きる主体を育む「倫理」
※思想史的知識の習得に終始しないようにする。

政治と経済の特質を総合的・一体的に捉え
るとともにグローバルな視点をより重視して、
国家及び社会の形成に、より積極的な役割
を果たす主体を育む「政治・経済」
※制度・仕組みの知識の習得に終始しないようにする。

公民科目の改訂の方向性（案）

※ 現行の選択必履修科目「現代社会」同様に１科目でもって公民科の教科目標を達成することのできる新必履修科目「公共(仮称) 」を設置することとなっ
ている。この科目は、「現代社会」における三つの大項目相互の関係や学習内容において共通する点が多く、その発展と捉えることもできることから、
「現代社会」については科目を設置しないこととする。

平 成 ２ ８ 年 ７ 月 １ ９ 日
教 育 課 程 部 会
社 会 ・ 地 理 歴 史 ・ 公 民
ワ ー キ ン グ グ ル ー プ
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科目構成の見直しについて（案）

数学Ⅰ（必履修）
数学Ⅱ
数学Ⅲ
数学A
数学B
数学活用

数学Ⅰ（必履修）
数学Ⅱ
数学Ⅲ
数学A
数学B
数学C（新設）

現行 新

理数探究（仮称）の創設に伴い数学活用を廃止
数学Cを新たに設置し、数学活用の内容を数学A、数学B、数学Cのいずれか
に移行
数学Cは、「平面上の曲線と複素数平面」や「データの活用（仮称）」などで構
成
数学Bの統計的な内容を数学Cに移行することについて検討
統計的な内容については、特に情報科などとの連携を重視

理数探究（仮称）（新設）

高等学校数学科

平 成 ２ ８ 年 ５ 月 １ ３ 日
教 育 課 程 部 会
算数・数学ワーキンググループ

資料２
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高等学校「理数探究（仮称）」の方向性（案）

資
質
・
能
力

○探究の過程全体を自ら遂行するた
めに必要な知識・技能
○研究倫理についての基本的な理解

新
科
目
案

理数探究基礎
（仮称）

理数探究（仮称） 基礎で身に付けた資質・能力を活用して自ら
課題を設定し探究の過程全体を行わせる

探究の進め方等に関する基礎的な知識・技
能、探究する意義の理解、主体的に探究に
取り組む態度等を身に付ける

基
本
原
理

①教科の枠にとらわれ
ない多角的、多面的な
視点で事象を捉え、

②数学や理科における見
方・考え方を活用したり組
み合わせしたりしながら、

④新たな価値の創造に
向けて粘り強く挑戦する
力の基礎を培う

③探究的な学習を行
うことを通じて、

算数・数学や理科を学ぶ楽しさ、これらの学習に対する児童生徒の意識は諸外国と比べ肯定的な回答割合が低い。
「数学活用」や「理科課題研究」における課題研究等の活動は、生徒の学習に対する興味・関心・意欲の向上や知
識・技能の着実な習得、思考力・判断力・表現力等の育成に有効だが、開設率が低い状況。（１割未満）
スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）で設定されている｢課題探究｣等の探究的な科目は、数学と理科で育成さ
れた能力を統合し、課題の発見・解決に探究的に取り組むことで教育効果が高い。

現状・課題

○多様な価値観や感性を有する人々
との議論等を通じて多角的・多面的に
思考するとともに、探究の過程全体を
自ら遂行することができる力

○数学や理科に関する課題や事
象に徹底的に向き合い考え抜いて
行動する態度

教科「理数」における選択科目として以下の２科目を新設

・評価に当たっては、新たな知見の
有無などの探究の成果よりも、課題
を発見して結論をまとめるまでの一
連の探究過程を重視
・「探究ノート」等を通じて生徒の独
創的な思考や探究過程における態
度を評価

将来、科学技術分野等の第一線で活躍する人材を育成24



・「話すこと」「書くこと」を中心とした発信力の強化
・スピーチ、プレゼンテーション、ディベート、ディス

カッションなどの言語活動が中心
・聞いたり読んだりして得た情報や考えなどを活用して

アウトプットする統合型の言語活動

（高等学校への橋渡し）を含む。

・「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」
を総合的に育成（受信・発信のバランス）

・明確な目標（英語を用いて何ができるようになるか）
を達成するための構成・内容

・複数の力を統合させた言語活動が中心
・「英コミュⅠ」は中学校段階での学習の確実な定着

（高等学校への橋渡し）を含む。

高等学校における英語科目の改訂の方向性として考えられる構成（たたき台）

・生徒の英語力について，「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」全般，特に「話すこと」と「書くこと」の能力が課題
・英語の学習意欲に課題
・言語活動、特に、統合型の言語活動（例：聞いたり読んだりしたことに基づいて話したり書いたりする活動）が十分

ではない
・グローバル時代において、英語学習に関する生徒の多様化への対応が必要

外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、他者を尊重し、聞き手・話し手・読み手・書き手に配慮し
ながら、コミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図るとともに、日常的な話題から時事問題や社会問
題まで幅広い話題について、情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝え合ったりする能力を養う

外
国
語

現
行
科
目
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話
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Ⅰ
↓
Ⅲ
へ
内
容
の
高
度
化

・
話
題
の
多
様
化

コミュニ
ケーション

英語
Ⅰ

（必履修）

発信力が弱い

「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」の総合型
(必履修科目を含む)の科目を核とする

発信能力の育成をさらに強化する

生徒が実社会や実生活の中で、自らが課題を発見し、主体的・協働的に探求し、英語で考えや気持ちを互いに
伝え合うことを目的とした学習

英語による思考力・判断力・表現力を高める見直し


ਛ
घ
स
ऌ

ৱ
ସ
؞
ચ
ৡ
ಉ

学習指導要領
に掲げられる
資質・能力を確
実に育成する
ための指標形
式の目標を段
階的に設定

英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ（仮称） 論理・表現Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ（仮称）

併せて専門教科「英語」の各科目も見直し
⇒ 総合英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（仮称），ディベート＆ディスカッションⅠ・Ⅱ

（仮称），エッセー・ライティングⅠ・Ⅱ（仮称）
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○自立した生活者に必要な家族・家庭、
衣食住、消費や環境等についての科
学的な理解と技能

・家族・家庭についての理解
・乳幼児の子育て支援等や高齢者の生活支援等

についての理解と技能
・生涯の生活設計についての理解
・各ライフステージに対応した衣食住についての
理解と技能

・生活における経済の計画、消費生活や環境に
配慮したライフスタイルの確立についての理解と
技能

○家族・家庭や社会における生活の中
から問題を見出して課題を設定し、生
涯を見通して解決する力

・家族・家庭や社会における生活の中から問題を
見出し、課題を設定する力

・生活課題について他の生活事象と関連付け、
生涯を見通して多角的に捉え、解決策を構想す
る力

・実習や観察・実験、調査、交流活動の結果等に
ついて、考察したことを科学的な根拠や理由を
明確にして論理的に表現する力

・他者の立場を考え、多様な意見や価値観を取り
入れ、計画・実践等について評価・改善する力

うとする態度

○相互に支え合う社会の構築に向けて、
主体的に地域社会に参画し、家庭や
地域の生活を創造しようとする実践的
な態度

・男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を
創造しようとする態度

・様々な年代の人とコミュニケーションを図り，主
体的に地域社会に参画しようとする態度

・生活を楽しみ味わい、豊かさを創造しようとする
態度

・日本の生活文化を継承・創造しようとする態度
・自己のライフスタイルの実現に向けて，将来の
家庭生活や職業生活を見通して学習に取り組も
うとする態度

家庭基礎（２単位）

(1) 人の一生と家族・家庭
及び福祉

(2) 生活の自立及び消費
と環境

(3) ホームプロジェクトと
学校家庭クラブ活動

家庭総合（４単位）

(1) 人の一生と家族・家庭
(2) 子どもや高齢者との

かかわりと福祉
(3) 生活における経済の

計画と消費
(4) 生活の科学と環境
(5) 生涯の生活設計
(6) ホームプロジェクトと

学校家庭クラブ活動

生活デザイン（４単位）

(1) 人の一生と家族・家庭
及び福祉

(2) 消費や環境に配慮し
たライフスタイルの
確立

(3) 食生活の設計と創造
(4) 衣生活の設計と創造
(5) 住生活の設計と創造
(6) ホームプロジェクトと

学校家庭クラブ活動

○少子化社会対策大綱（Ｈ２７．３．２０閣議決定）
妊娠や家庭・家族の役割については、発達の段階に
応じた適切な教育の推進を図る

〇高齢社会対策大綱（Ｈ２４．９．７閣議決定）
高齢社会に関する課題や高齢者に対する理解を深
める
〇第３次男女共同参画基本計画（Ｈ２２．１２．１７閣議
決定） 家庭を築くことの重要性などについての指導の
充実を図る
〇食育推進基本計画(Ｈ２３．３．３１食育推進会議決定)
学校教育全体を通して食育を組織的・計画的に推進
する

〇和食の無形文化遺産登録（Ｈ２５．１２．４）
日本の伝統的な食文化

〇消費者教育の推進に関する法律（Ｈ２4．８．２２）
学校における消費者教育の推進

〇環境基本計画（Ｈ２4．４．２7閣議決定）
学校や社会におけるＥＳＤの理念に基づいた環境教
育等の教育を推進する

今後の方向性(案)現行学習指導要領

目指す資質・能力等

高等学校 家庭科（共通教科）の改訂の方向性（案）

家族や家庭、衣食住、消費や環境などに係る
生活事象において、協力・協働、健康・快適・安全、
生活文化の継承・創造、持続可能な社会の構築
等の視点から解決すべき問題を捉え、よりよい生
活を実現するために考えること

検討事項

家庭科の見方・考え方

・生活の科学的な理解
・生活課題を解決する能力と実践的な態度の育成
・小・中・高等学校教育を通じて育成すべき資質・
能力の明確化
・各学校段階を通じて、家庭や社会とのつながりを
重視
・少子高齢社会、資源や環境に配慮したライフスタ
イルの確立や持続可能な社会づくりのための力、
他者と共生し自立して生活する力、生涯を見通
して生活を設計し創造していく力の育成

「論点整理」における指摘事項

「家庭基礎（仮称）」 ２単位科目
○少子高齢化に関する内容の改善
・親の役割と子育て支援(乳児期)、高齢者の理解と生活支

援技術の基礎、生涯の生活を設計するための意思決定等、
少子高齢社会を支える実践力を育成するための内容の充
実

○衣食住の生活に関する内容の改善
・自立した生活者に必要な実践力を定着させる学習の充実
(食育、食文化等の充実)

○生活の科学的な理解の一層の重視
○持続可能な社会の構築に関する内容の改善
・消費生活や環境に配慮したライフスタイルを確立するため

の意思決定能力の育成を図る内容の充実
○「ホームプロジェクト」や「学校家庭クラブ活動」 等、主体

的に取り組む問題解決的な学習を一層充実

「家庭総合（仮称）」 ４単位科目
○少子高齢化に関する内容の改善
・親の役割と子育て支援(乳児との触れ合い、子供とのコミュ

ニケーション)に係る内容の充実、高齢者の理解
と生活支援技術、生涯の生活を設計するための意思決定
等、 少子高齢社会を支える実践力を育成するための内容
の充実

○衣食住の生活に関する内容の改善
・自立した生活者に必要な実践力を定着させる学習の充実
(食育、食文化等の充実)

・健康、安全等を考慮した衣食住の生活を総合的にマネジ
メントする力を育成するための内容の充実

・日本の生活文化の継承・創造に係る内容の充実
○生活の科学的な理解の一層の重視
○持続可能な社会の構築に関する内容の改善
・消費生活や環境に配慮したライフスタイルを確立するため

の意思決定能力の育成を図る内容の充実
・消費生活や環境に係る地域への働きかけなど社会参画力

を育成するための内容の充実
○「ホームプロジェクト」や「学校家庭クラブ活動」 等、主体

的に取り組む問題解決的な学習を一層充実

必履修科目・単位

関連する会議における提言等

平成２８年７月２２日時点 教育課程部会

家庭，技術・家庭ワーキンググループ

資料６－３
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※必履修科目の履修後は、生徒の特性や進路に応じて、
専門教科「家庭」の科目を履修することができる。26



情報科新科目のイメージ（案）

情報科各科目の項目構成の考え方

項目（１）
・情報社会との関わりについて考える

・問題の発見・解決に情報技術を活用す
ることの有用性について考える

※項目（２）～（４）の導入として位置付ける

項目（２）～（４）

・コンピュータや情報システムの基本的
な仕組みと活用に関する内容、コミュニ
ケーションのための情報技術の活用に
関する内容、データを活用するための
情報技術の活用に関する内容で構成す
る

①（各項目に応じた）情報、情報技術や
問題解決の手法等を理解する

②問題の発見・解決に情報技術を活用
するとともに、自らの情報活用を評価・
改善する

※②においては、①において習得した知識の
概念化を図るほか、問題の発見・解決に情
報技術を活用する能力の向上、情報社会
に参画する態度の育成を図る

※主として②において、情報科における「見
方・考え方」を働かせるとともに成長させる

※必ずしも①、②の順に学習するものではな
く、「情報科の学習過程のイメージ（案）」に
示すように、学びのつながりと広がりとを意
図して、情報や情報技術等に関する知識の
習得と、それらの知識の問題発見・解決へ
の活用を並行して行うことも考えられる

「情報Ⅰ（仮称）」（ 情報と情報技術を問題の発見と解決に活用するための科学的な考え方等を育成する共通必履修科目 ）

問題の発見・解決に向けて、事象を情報とその結び付きの視点から捉え、情報技術を適切かつ効果
的に活用する力を育む科目

（項目の構成案）

「情報Ⅱ（仮称）」（発展的な内容の選択科目）

「情報Ⅰ（仮称）」において培った基礎の上に、問題の発見・解決に向けて、情報システムや多様な
データを適切かつ効果的に活用し、あるいは情報コンテンツを創造する力を育む科目

（項目の構成案）

(1) 情報社会の問題解決
中学校までに経験した問題解決の手法や情報モラルなどを振り返り、
これを情報社会の問題の発見と解決に適用して、情報社会への参画
について考える。

(2) コミュニケーションと情報デザイン 情報デザインに配慮した的確なコミュニケーションの力を育む。

(3) コンピュータとプログラミング
プログラミングによりコンピュータを活用する力、事象をモデル化して
問題を発見したりシミュレーションを通してモデルを評価したりする力
を育む。

(4) 情報通信ネットワークとデータの利用 情報通信ネットワークを用いてデータを活用する力を育む。

(1) 情報社会の進展と情報技術
情報社会の進展と情報技術との関係について歴史的に捉え、AI等の
技術も含め将来を展望する。

(2) コミュニケーションと情報コンテンツ
画像や音、動画を含む情報コンテンツを用いた豊かなコミュニケーショ
ンの力を育む。

(3) 情報とデータサイエンス データサイエンスの手法を活用して情報を精査する力を育む。

(4) 情報システムとプログラミング 情報システムを活用するためのプログラミングの力を育む。

○ 課題研究
情報Ⅰ(仮称)及び情報Ⅱ(仮称)の(1)～(4)における学習を総合し深化
させ、問題の発見・解決に取り組み、新たな価値を創造する。
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【中学校】

【小学校】

高等学校 総合的な学習の時間の見直しイメージ（案）

◆学習指導要領で示す目標（イメージ）

探究の見方・考え方を働かせ、よりよく課題を解決し、自己の在り方生き方を考えることを通して、次
のとおり資質・能力を育成する。

○課題（学習対象）に関する概念的知識を獲得し、課題の解決に必要な知識や技能を身に付け、探究の意義や価値を理解する
ようにする

○実社会や実生活の中から問いを見出し、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現する力を育成する
○主体的・協同的（協働的）に課題を探究し、互いのよさを生かしながら、新たな価値の創造やよりよい社会の実現に努めよ

うとする態度を育てる

◆各学校が設定する目標：上記を踏まえ各学校が目標を設定し、その目標を踏まえた内容を定める。
→各学校の教育目標に直接つながり、その高校のミッションを体現するものとなるようにする

各
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高等学校の総合的な学習の時間を、より探究的な時間となるよう位置づける

・ 探究する能力を育むための総仕上げとしての在り方を明確化し、名称も見直す（例えば「総合的な探究の時間」とする等）

・ 特定の分野を前提とせず、実社会・実生活から自ら見出した課題を探究することを通じて、より自分のキャリア形成の方向性
を考えることにつなげる

・ 生徒が主体的に探究していくことを助ける教材等の作成も検討

平 成 2 8 年 6 月 1 7 日 ( 第 ９ 回 ）

生活・総合的な学習の時間ＷＧ
資料３－２及び資料３－９より
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< 探究の見方・考え方 >
「各教科等の特質に応じて育まれる見方・考え方を総合的・統合的に活用して、

広範かつ複雑な事象を多様な角度から俯瞰して捉え、
実社会や実生活の複雑な文脈や自己の在り方生き方と関連付けて内省的に考えること」

【高等学校】

◆学習指導要領で示す目標（イメージ）

探究的な見方・考え方を働かせ、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えることを通して、次のとおり資質・能力を育成する。

○課題（学習対象）に関する概念的知識を獲得し、課題の解決に必要な知識や技能を身に付け、探究的な学習のよさを理解するようにする
○実社会や実生活の中から問いを見出し、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現する力を育成する
○主体的・協同的（協働的）・探究的な学習に取り組み、互いのよさを生かしながら、積極的に社会に参画する態度を育てる

◆各学校が設定する目標：上記を踏まえて、各学校が目標を設定し、その目標を踏まえた内容を定める。

< 探究的な見方・考え方 >
「各教科等の特質に応じて育まれる見方・考え方を総合的に活用して、広範な事象を多様な角度

から俯瞰して捉え、実社会や実生活の文脈や自己の生き方と関連付けて振り返り、考えること」
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発達の段階や教科・領域の特質に応じた

探究する力の育成イメージ（たたき台）

○ 各教科等の特質に応じて育まれる見方や考え方を総合的に活用するとともに、自己の
在り方生き方に照らし、自己のキャリア形成の方向性と関連づけながら見方や考え方を
組み合わせて統合させ、活用しながら、自ら問いを見出し探究することのできる力を育成
する。

高等学校における総合的な探究の時間（仮称）、課題研究、理数探究（仮称）

○ 各教科等の特質に応じて育まれた見方や考え
方を総合的に活用しながら、自ら問いを
見出し探究することのできる力を育成する。

○ 探究的な学習が自己の生き方に関わるもので
あることに気付く。

○ 各教科の特質に応じて育まれる見方や考え方を
活用しながら、各教科の本質的な理解等に向けて
探究することのできる力を育成する。

○ 各教科の本質的な理解等に向かうことが重要で
あることから、問いについては教師が効果的に設
定しながら、学習者自身が知識等を構造化できる
ような学習過程を設定する場合と、学習者が問い
を見出すことができるような学習過程を設定する
場合とがある。

各教科

※上記のような力を育成する手立て（学習のプロセスや学習活動）としての「探究」が各教科等で行われている。
（各教科等によって、学習のプロセスや学習活動は異なる。）

探究・・・物事の本質を探って見極めようとする一連の知的営み

小・中学校の総合的な学習の時間

平 成 ２ ８ 年 ４ 月 ２ ５ 日

生活・総合的な学習の時間WG
資料３－６

（会議後修正）
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小学校の標準授業時数について（イメージ）

〔 改 訂 案 〕 〔 現 行 〕

学年 学年

１ ２ ３ ４ ５ ６ 計 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計

教科等 教科等

国語 306 315 245 245 175 175 1461 国語 306 315 245 245 175 175 1461

社会 － － 70 90 100 105 365 社会 － － 70 90 100 105 365

算数 136 175 175 175 175 175 1011 算数 136 175 175 175 175 175 1011

理科 － － 90 105 105 105 405 理科 － － 90 105 105 105 405

生活 102 105 － － － － 207 生活 102 105 － － － － 207

音楽 68 70 60 60 50 50 358 音楽 68 70 60 60 50 50 358

図画 68 70 60 60 50 50 358 図画 68 70 60 60 50 50 358

工作 工作

家庭 － － － － 60 55 115 家庭 － － － － 60 55 115

体育 102 105 105 105 90 90 597 体育 102 105 105 105 90 90 597

特別の教科 34 35 35 35 35 35 209 道徳 34 35 35 35 35 35 209

である道徳

特別 34 35 35 35 35 35 209 特別 34 35 35 35 35 35 209

活動 活動

総合的な － － 70 70 70 70 280 総合的な － － 70 70 70 70 280

学習の時間 学習の時間

外国語 － － 35 35 － － 70 外国語 － － － － 35 35 70

活 動 活 動

外国語 － － － － 70 70 140

合計 850 910 980 1015 1015 1015 5785 合計 850 910 945 980 980 980 5645

※ この表の授業時数の１単位時間は、45分とする。

※ 各教科の授業について、年間 35 単位時間を超える部分について、15 分程度の短い時間を単位とするなど、

柔軟な時間割を編成して実施することができる。



中学校の標準授業時数について（イメージ）

〔 改 訂 案 〕 〔 現 行 〕

学年 学年

１ ２ ３ 計 １ ２ ３ 計
教科等 教科等

国 語 140 140 105 385 国 語 140 140 105 385

社 会 105 105 140 350 社 会 105 105 140 350

数 学 140 105 140 385 数 学 140 105 140 385

理 科 105 140 140 385 理 科 105 140 140 385

音 楽 45 35 35 115 音 楽 45 35 35 115

美 術 45 35 35 115 美 術 45 35 35 115

保健体育 105 105 105 315 保健体育 105 105 105 315

技術・家庭 70 70 35 175 技術・家庭 70 70 35 175

外国語 140 140 140 420 外国語 140 140 140 420

特別の教科 35 35 35 105 道 徳 35 35 35 105
である道徳

特別活動 35 35 35 105 特別活動 35 35 35 105

総合的な 50 70 70 190 総合的な 50 70 70 190
学習の時間 学習の時間

合 計 1015 1015 1015 3045 合 計 1015 1015 1015 3045

※ この表の授業時数の１単位時間は、50分とする。
※ 各教科の授業について、年間 35 単位時間を超える部分について、15 分程度の短い時間を単位とするなど、
柔軟な時間割を編成して実施することができる。



高等学校の各学科に共通する教科・科目等及び標準単位数（イメージ）
〔 改 訂 案 〕 〔 現 行 〕

教科 科 目 標準 必履修 教科 科 目 標準 必履修
単位数 科目 単位数 科目

現代の国語（仮称） ２ ○ 国語総合 ４ ○２単位まで減可
言語文化（仮称） ２ ○ 国語表現 ３

国語 論理国語（仮称） ４ 国語 現代文Ａ ２
文学国語（仮称） ４ 現代文Ｂ ４
国語表現（仮称） ４ 古典Ａ ２
古典探究（仮称） ４ 古典Ｂ ４

地理総合（仮称） ２ ○ 世界史Ａ ２ ○
地理探究（仮称） ３ 世界史Ｂ ４

地理 歴史総合（仮称） ２ ○ 地理 日本史Ａ ２
歴史 日本史探究（仮称） ３ 歴史 日本史Ｂ ４ ○

世界史探究（仮称） ３ 地理Ａ ２
地理Ｂ ４

公共（仮称） ２ ○ 現代社会 ２ ｢現代社会｣又は

公民 倫理（仮称） ２ 公民 倫理 ２ ｢倫理｣･｢政治･経
政治・経済（仮称） ２ 政治・経済 ２ 済｣

数学Ⅰ ３ ○２単位まで減可 数学Ⅰ ３ ○２単位まで減可
数学Ⅱ ４ 数学Ⅱ ４
数学Ⅲ ３ 数学Ⅲ ５

数学 ２ 数学数学Ａ 数学Ａ ２
数学Ｂ ２ 数学Ｂ ２
数学Ｃ（仮称） ２ 数学活用 ２
科学と人間生活 ２ 科学と人間生活 ２
物理基礎 ２ 「科学と人 物理基礎 ２ 「科学と人

物理 ４ 間生活」を 物理 ４ 間生活」を

化学基礎 ２ 含む２科目 化学基礎 ２ 含む２科目

化学 ４ 又は 化学 ４ 又は

理科 生物基礎 ２ 基礎を付し 理科 生物基礎 ２ 基礎を付し

生物 ４ た科目を３ 生物 ４ た科目を３

地学基礎 ２ 科目 地学基礎 ２ 科目
地学 ４ 地学 ４

理科課題研究 １
保健 体育 7～8 ○ 保健 体育 7～8 ○
体育 保健 ２ ○ 体育 保健 ２ ○

音楽Ⅰ ２ 音楽Ⅰ ２
音楽Ⅱ ２ 音楽Ⅱ ２
音楽Ⅲ ２ 音楽Ⅲ ２
美術Ⅰ ２ ○ 美術Ⅰ ２ ○
美術Ⅱ ２ 美術Ⅱ ２

芸術 美術Ⅲ ２ 芸術 美術Ⅲ ２
工芸Ⅰ ２ 工芸Ⅰ ２
工芸Ⅱ ２ 工芸Ⅱ ２
工芸Ⅲ ２ 工芸Ⅲ ２
書道Ⅰ ２ 書道Ⅰ ２
書道Ⅱ ２ 書道Ⅱ ２
書道Ⅲ ２ 書道Ⅲ ２

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ（仮称） ３ ○２単位まで減可 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基礎 ２
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ（仮称） ４ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ ３ ○２単位まで減可

外国語 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ（仮称） ４ 外国語 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ ４
論理・表現Ⅰ（仮称） ２ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ ４
論理・表現Ⅱ（仮称） ２ 英語表現Ⅰ ２
論理・表現Ⅲ（仮称） ２ 英語表現Ⅱ ４

英語会話 ２

家庭基礎（仮称） ２ 家庭基礎 ２
家庭 家庭総合（仮称） ４ ○ 家庭 家庭総合 ４ ○

生活デザイン ４

情報 情報Ⅰ（仮称） ２ ○ 情報 社会と情報 ２ ○
情報Ⅱ（仮称） ２ 情報の科学 ２

理数 理数探究基礎（仮称） １
理数探究（仮称） 2～5

総合的な探究の時間（仮称） 3～6 ○２単位まで減可 総合的な学習の時間 3～6 ○２単位まで減可



参考資料
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※ＰＩＳＡ調査：ＯＥＣＤが15歳児（我が国では高校1年生）を対象に実施

（調査実施年）

（平均得点）
※順位はＯＥＣＤ加盟国中（カッコ内は全参加国・地域中の順位）
※数学的リテラシー、科学的リテラシーは経年比較可能な調査回以降の結果を掲載

平均得点及び順位の推移

OECD生徒の学習到達度調査（PISA）の結果 ―平均得点及び順位の推移―

◆数学的リテラシー、読解力、科学的リテラシーの３分野すべてにおいて、平均得点が比較可能な調査回
以降、最も高くなっている。

（出典）文部科学省・国立教育政策研究所「OECD生徒の学習到達度調査（PISA2012）のポイント」
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95.0
96.0
97.0
98.0
99.0

100.0
101.0
102.0
103.0
104.0
105.0

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

H19

H20

H21

H25

H26

H27

標準化得点が低い県と全国平均の差の縮小 ―全国学力・学習状況調査の結果から―

◆各年度で標準化得点（公立）が低い３都道府県の平均を見ると，全国平均との差は縮小傾向にあり，学力の
底上げが進展している。

【小学校】

【中学校】

高い
３都道府県
の平均

低い
３都道府県
の平均

低い
３都道府県
の平均

高い
３都道府県
の平均

（出典）文部科学省・国立教育政策研究所「平成27年度全国学力・学習状況調査の結果（概要）」

標準化得点の推移
（※高い３都道府県と低い３都道府県の状況）

95.0
96.0
97.0
98.0
99.0

100.0
101.0
102.0
103.0
104.0
105.0

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

H19

H20

H21

H25

H26

H27

※標準化得点･･･各年度の調査は問題が異なることから，平均正答率による単純な比較ができない
ため，年度間の相対的な比較をすることが可能となるよう，各年度の調査の全国（公立）の平
均正答数がそれぞれ100となるように標準化した得点
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◆学力は改善傾向にある一方で、判断の根拠や理由を示しながら自分の考えを述べることについて課題が
指摘されている。

教科に関する調査結果において見られた課題 ―平成26年度全国学力・学習状況調査の結果から―

＜国語＞

○ 立場や根拠を明確にして話し合うことについ
て，発言をする際に一定の立場に立ってはいる
が，根拠を明確にした上で発言をする点に，依
然として課題がある。

＜算数＞

○ 図を観察して数量の関係を理解したり，数量
の関係を表現している図を解釈したりすること
に課題がある。

○ 数量の大小を比較する際に，根拠となる事柄
を過不足なく示し，判断の理由を説明すること
について，改善の状況が見られる設問もあるも
のの，依然として課題がある。

（出典）文部科学省・国立教育政策研究所「平成26年度全国学力・学習状況調査の結果（概要）」

＜国語＞

○ 自分の考えを表す際に，根拠を示すことは意
識されているが，根拠として取り上げる内容を
正しく理解した上で活用する点に課題がある。

○ 文章や資料から必要な情報を取り出し，伝え
たい事柄や根拠を明確にして自分の考えを書く
ことについて，説明する際に，文章や資料から
必要な情報を取り出してはいるが，それらを用
いて伝えたい内容を適切に説明する点に，依然
として課題がある。

＜数学＞

○ 記述式問題は，特に確率を用いた理由の説
明，グラフを用いた方法の説明に課題がある。

○ 図形の性質を証明することについて，着目す
べき図形を指摘することは良好であるが，方針
を立て，証明を書くことに課題がある。

小学校 中学校
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◆判断の根拠や理由を示しながら自分の考えを述べることについて引き続き課題が指摘されている。

教科に関する調査結果において見られた課題 ―平成27年度全国学力・学習状況調査の結果から―

＜国語＞

○ 新聞のコラムを読んで，筆者の意図や思考を
想定しながら文章全体の構成や表現の工夫を捉
えることに課題がある。また，引用すること
に，依然として課題がある。

○ 学校新聞を書く場面において，目的や意図に
応じ，取材した内容を整理しながら記事を書く
ことに課題がある。

＜算数＞

○ 基準量，比較量，割合の関係を捉え，基準量
を求めることに依然として課題がある。

（出典）文部科学省・国立教育政策研究所「平成27年度全国学力・学習状況調査の結果（概要）」

＜国語＞

○ 伝えたい事実や事柄について自分の考えや気
持ちを示してはいるが，根拠を明確にして書く
点に，依然として課題がある。

○ 目的に応じて文章や資料から必要な情報を取
り出してはいるが，それらを基にして自分の考
えを具体的にまとめる点に，依然として課題が
ある。

＜数学＞

○ 記述式問題のうち，予想した事柄の説明には
改善の状況が見られるが，数学的な表現を用い
た理由の説明に課題がある。

小学校 中学校

算数・数学、国語

37



◆３年ぶりに実施した理科については，前回（平成24年度）調査で見られた課題「観察・実験の結果などを整理・
分析した上で，解釈・考察し，説明すること」について，課題の所在が明確になった。

教科に関する調査結果において見られた課題 ―平成27年度全国学力・学習状況調査の結果から―

○ 観察・実験の結果を整理し考察することにつ
いて，得られたデータと現象を関連付けて考察
することは相当数の児童ができているが，実験
の結果を示したグラフを基に定量的に捉えて考
察することに課題がある。

○ 予想が一致した場合に得られる結果を見通し
て実験を構想したり，実験結果を基に自分の考
えを改善したりすることに課題がある。

（出典）文部科学省・国立教育政策研究所「平成27年度全国学力・学習状況調査の結果（概要）」

○ 物質を化学式で表すことは良好であるが，特
定の質量パーセント濃度における水溶液の溶質
の質量と水の質量を求めることに依然として課
題がある。

○ 「化学変化を表したグラフ」や「実験結果を
示した表」から分析して解釈し，変化を見いだ
すことは良好であるが，実験結果を数値で示し
た表から分析して解釈し，規則性を見いだすこ
とには課題がある。

○ 課題に正対した実験を計画することや考察す
ることに課題がある。

小学校 中学校

理科
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◆「学級やグループでの話し合いなどの活動で、自分の考えを深めたり、広げたりすることができているか」につ
いて、肯定的回答の方が平均正答率が高い状況であった。

深い学びと学力の関係 ―平成27年度全国学力・学習状況調査の結果から―

（出典）文部科学省・国立教育政策研究所「平成27年度全国学力・学習状況調査の結果（概要）」

【小学校】 【中学校】

【質問項目】
調査対象学年の児童生徒は，学級やグループでの話合いなどの活動で，自分の考えを深めたり，広げたり
することができていると思いますか。

73.1 69.8
78.4

48.6

64.470.7 66.5 
76.0 

45.6 

61.7 67.9 62.5
73.1

42.3

58.764.8 58.1 
70.0 

39.2 

54.8 

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科

そのとおりだと思う どちらかといえば，そう思う

どちらかといえば，そう思わない そう思わない

79.9 
70.1 69.9 

48.7 
59.0 

76.7 
66.8 65.2 

42.6 
54.1 

73.6 
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38.1 

50.2 

68.5 
57.7 54.6 

32.2 

44.1 
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40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科

そのとおりだと思う どちらかといえば，そう思う

どちらかといえば，そう思わない そう思わない

8.4 

9.2 

56.4 

58.9 

33.9 

30.7 

1.2 

1.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

H26年度

H27年度

そのとおりだと思う どちらかといえば，そう思う

どちらかといえば，そう思わない そう思わない
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32.8 

1.2 
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H26年度
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そのとおりだと思う どちらかといえば，そう思う
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※選択肢毎の平均正答率は，選択肢の回答数が100校未満のものについては，一つ前の選択肢の回答とまとめて算出

平
均
正
答
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平
均
正
答
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◆米中韓の生徒に比べ、日本の生徒は、「自分には人並みの能力がある」という自尊心を持っている割合が低
く、「自らの参加により社会現象が変えられるかもしれない」という意識も低い。

生徒の自己肯定感、社会参画に関する意識

10.2 27.1 40.9 18.6

14.0 39.3 19.5 9.5

17.4 40.9 29.4 9.9

11.7 54.8 26.9 5.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

日本

米国

中国

韓国

①全くそう思う ②まあそう思う

③あまりそう思わない ④全くそう思わない

【問３３－２】 私の参加により，変えてほしい社会現象が少し変えられるかもしれない

（出典）（財）一ツ橋文芸教育振興協会，（財）日本青少年研究所「中学生・高校生の生活と意識 －日本・アメリカ・中国・韓国の比較－（2009年2月）」より文部科学省作成

6.5 23.6 49.8 18.5

16.9 52.9 19.5 6.8

19.6 43.1 28.3 8.4

11.4 57.0 25.5 5.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

日本

米国

中国

韓国

①全くそう思う ②まあそう思う

③あまりそう思わない ④全くそう思わない

中学生 高校生

（出典）
（財）国立青少年教育振興機構
「高校生の生活と意識に関する
調査報告書」（2015年8月）より
文部科学省作成
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自分はダメな人間だと思うことがある自分には人並みの能力がある
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自分の性格評価（高校生）
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社会参画等に関する若者の意識（投票率の低下）

◆直近の衆議院議員総選挙（H26.12)の20歳代の投票率(32.58%)は、６０歳代の投票率（68.28%）の半分以下。
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〇年次推移
【秒】 【ｍ】５０メートル走 ソフトボール投げ

【年度】 【年度】

（出典）文部科学省「平成25年度体力・運動能力調査」

Ｓ６０ Ｈ５ Ｈ１０ Ｈ１５ Ｈ２０ Ｈ２５

７歳男子 10.30 10.52 10.78 10.83 10.65 10.61 

７歳女子 10.68 10.72 11.02 11.01 11.08 10.93 

９歳男子 9.40 9.48 9.68 9.75 9.65 9.67 

９歳女子 9.74 9.74 9.95 9.99 9.93 9.98 

１１歳男子 8.75 8.76 8.93 8.91 8.88 8.90 

１１歳女子 9.00 9.08 9.26 9.25 9.23 9.12 

Ｓ６０ Ｈ５ Ｈ１０ Ｈ１５ Ｈ２０ Ｈ２５

７歳男子 15.37 13.96 13.36 12.37 13.25 12.38 

７歳女子 8.80 8.27 7.94 7.61 7.73 7.64 

９歳男子 25.13 22.52 22.06 21.42 22.33 20.33 

９歳女子 14.22 12.77 12.64 12.31 12.50 11.92 

１１歳男子 33.98 31.73 29.77 30.42 30.37 28.41 

１１歳女子 20.52 17.55 17.49 17.19 17.87 16.85 

子供の体力・運動能力の年次推移

◆子供の体力は、昭和６０年頃と比較すると依然として低い水準で推移している。
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：国語，社会，算数，理科の授業時数の合計

：上記以外の教科等の授業時数の合計

小学校授業時数の推移

3941 3941
3659 3452

2941
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単位時間（４５分）

6135
5821 5785 5785

5367
5645

※昭和４６年度実施のグラフについては，当時，特別活動の授業時数は規定されていなかったものの，学習指導要領において特別活動の一部に充てること
が望ましいとされていた時数を加えたものを総授業時数としている。
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：国語，社会，数学，理科，外国語の授業時数の合計

：上記以外の教科等の授業時数の合計
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420
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0500

1,0001,500

2,0002,500

3,000

香港 フラ ンス カナダ （ケ ベック 台湾 日本 （改訂後 ） ドイ ツ （ベルリ ン フ ィンラ ンド ドイ ツ （ＢＷ州 ） 韓国 ハンガリ ー 日本 （現行 ） 中国 イギリ ス シ ンガポ ール

保健体育

中学校授業時数の推移
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